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1. はじめに
1.1 研究背景

近年、複数の家電をネットワークに繋ぐことで家電単

体で実現できないサービスを提供するホームネットワー

クシステム (Home Network System、以下 HNS)の研究が進
められている。HNSに関連する研究として家電同士をつ
なぎ連携して制御を行う家電連携サービスの構築 [1]や、
センサーがユーザの行動をセンシングすることで、状況

(コンテキスト)を推定し自動的に機器制御を行うコンテキ
ストアウェアアプリケーションの実現に向けた研究 [2][3]
などがある。

一方で、Web上では、これまでに様々なサービスが提
供されてきたが、それらを組み合わせて新しいサービス

を作り出す、マッシュアップが盛んに行われるようにな

ってきている。HNSもまた、それら Web上のサービスと
組み合わせる事で、ユーザにとって便利なサービスを実

現できると考えられる。

1.2 研究目的

　HNSとWebサービスの連携を実現するためには、Web
サービスで主流となっている RESTを用いることである。
そこで本研究では家電連携サービス家電を制御するため

のシステムとして、RESTに基づいた家電制御システム
(Home Appliance Control System、以下 HACS)の設計と実装
を行う。また、実装に対し動作実験を行い、その結果に

対し考察する。

2. システムの設計

2.1 システムの概要

HACSは図 1で表すように家電と HACSサーバーと繋が
っており、それぞれの APIと家電が対応付けがされてい
るため制御が可能になる。また、HACSサーバーは HACS
ユーザインターフェース(以下 HACS-UI)と繋ることで家電
連携サービスが実行されている環境下に限らずともサー

ビスの編集を行うことができる。

HACSサーバーと HACS-UIは主に家電連携サービスの
情報通信を行っている。HACSサーバは実行状態のサービ
ス情報を保持しており、HACS-UIから要求があった場合
サービス情報を伝達する。また、ユーザが HACS-UIによ
るサービスを編集した場合、HACSへ変更されたサービス
情報が送り返される。HNSは変更されたサービス情報か
ら家電への制御命令を抽出し、家電を制御することで目

的の動作を反映させることができる。

2.2 通信方式

HACSで行われる通信方式についてそれぞれ記述する。

2.2.1 HACS-UI と HACS サーバー間の通信

HACS-UIと HACSサーバー間の通信では RESTを用い
る。RESTは HACS-UIからの要求が行われた場合、サー
バーが XMLファイルを送る仕組みとなっている。XML
ファイルの内容は主にサービスの状態、仕様する家電等

の情報が記述されている。

2.2.2 HACS サーバーと家電間の通信

現状では、ネットワーク接続し、外部から制御可能な

家電は非常に少ないので、それらに未対応の家電を制御

する仕組みが必要となる。本研究では、赤外線リモコン

で制御できる家電をシステムに組み込むために、学習型

赤外線リモコンを用いた。

学習型赤外線リモコンには、グラモ社の iRemocon[4]を
用いた。iRemoconは、ネットワーク接続可能な学習型赤
外線リモコンである。

2.3 サービスファイルの定義

サービスの実行状態を表すファイルとして XMLで記述
されたファイルを使用することにする。XMLを規定の書
式でサービスを表記し、タグにより目的の情報のみを取

得できるようにする。XML構造で使用家電や家電の idな
どを取得することができる。表記として図 2のような構造
とする。

図 2　サービスを記述した XMLファイル
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図 1　HACS の概略図
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3. システムの実装

3.1 GUI によるサービス編集

　サービスファイルの編集はエンドユーザにも分かりや

すい操作が望ましい。そこで HACS-UIは GUIによりサー
ビスの実行状態をアイコンで表示し、ボタンによる操作

を行えるようにした。そのためアイコンやボタンの生成

のためにも、機器やサービス内のリソースが必要になる

のでGUI生成用の XMLファイルで定義する。

3.2 HACS の機能

　HACSが持つ機能を以下に記述する。機能は主に、現在
のサービス状態に対するシステム側の動作である。

(1)現在稼働中サービスの機器選択の表示
　現在サービス稼働空間に存在しする制御可能な家電の

一覧が表示される。また、画面で選択中のサービスに関

わる家電の背景は色付けが行われ、連携状態の把握がで

きるようになっている。

(2)サービス状態の編集
　実行中のサービスにおいてユーザに不必要または必要

な家電の設定を追加、削除ができる。アイコンの下に電

源の状態を示すボタンがついており、ON/OFFを切り替え
ることによりアイコンの画像とサーバーに送信するため

のデータを作成する。

(3)サービスの実行
　すべての家電の設定を終えたならば、保存ボタンによ

りサービス XMLの書き換えとサーバーへ制御命令の送信
が行われる。また、更新ボタンにより書き換えられた

XMLファイルを読み込み、GUIの画面を更新する。

4. 動作実験

本研究で作成した HACSの動作を確認するため以下 2つ
の動作実験を行った。

(1)GUIの自動生成
　サービスファイルおよび GUI生成用の XMLファイルを
用意し、プログラムの動作確認を行った。HACSの実行画
面を図 3に表す。
(2)制御命令の実行
　赤外線による制御を行える家電として、TVとライトの
2つを用意し、HACS-UIより制御命令を送信した。制御命
令として iRemoconに登録を行った信号の番号をサーバー
へ送信した。結果として家電へ単体、複数の命令共に受

信し、動作したことが確認できた。

5. 考察

　本論文は HACSの基本的な機能のみであり、実際に家
庭で使用するにはシステムの拡張が必要である。本節で

は必要である点を以下に記述する。

(1)家電毎の異なる動作機能
　それぞれ家電は特有の機能を持っいる。例えば TVであ
れば「チャンネル変更」、ライトであれば「光量変更」

などがそれにあたるが、本システムではその機能毎の制

御が未実装であるため、実装する必要がある。
(2)サービス動作に必須の家電
　家電連携サービスの動作において、例えば空調サービ

スであればエアコンや送風機などはサービス動作に必須

の家電に該当する。例えば、ユーザが家電連携サービス

に必須の家電を誤って編集してしまった場合、サービス

が目的とはかけ離れた動作をしてしまう可能性が考えら

れる。したがってシステムがサービスの動作において必

須となる機能を理解し、ユーザへ推薦と編集の保護をす

る機能が必要である。

(3)複数の家電の実行
　同じ種類の家電が同一のサービス実行環境に存在して

いた場合、家電をユニークに判断することができないた

め、そのための機能を実装する必要がある。

(4)サービスの競合
　現在稼働中のサービスに対して競合問題を解決できて

いない。例えば現在エアコンを使用したサービス Aが稼
動していた時、別のサービス Bがユーザにより編集され
た。しかしそのサービス Bもエアコンを使用する場合は
サービスの競合が起きてしまう。そこでサービスの優先

度を設ける必要がある。

6. まとめ

本研究では RESTに基づいた家電制御システムの設計と
実装を行った。HACSサーバーと HACS-UI間では REST
により家電連携サービスの情報をやり取りし、読み取る

ことで家電の制御を行う。また、HACSサーバーと家電間
では iRemoconによる赤外線通信を行う。HACS-UIは GUI
でエンドユーザに向けたシステムとなっている。最後に

HACSの動作実験を行い、その結果に対する考察を行った。
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図 3　HACS 実行画面
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